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「高度医療・人材育成拠点」の整備に向けた取組状況について 
 

 

１ 要旨・目的 

 全国トップレベルの高度医療の提供や医療人材の育成等の機能を持つ「高度医療・人材育成

拠点」（新病院）の整備に向け、令和５年９月に策定した「高度医療・人材育成拠点基本計画」

に基づく新病院の医療機能や施設整備等に関する取組状況等について報告する。 

 

２ 現状・背景 

⑴ 高齢化に伴って、医療ニーズが高まる一方で、労働力人口が減少し、医療を支える人的資

源が縮小するとともに、多数の症例や研修体制が充実している大都市圏の病院に若手医師や

研修医の集中が加速することで、県内の医師不足が顕在化することが見込まれる。 

⑵ 中山間地域においては、地方の基幹病院の医師不足により、サービス供給停止・縮小を余

儀なくされ、都市部に比べてより速く、医療基盤の維持が困難になることが予想される。 

 

【新病院開院までの流れ】 ※ スケジュールは現時点の想定 

拠点ビジョン → 基本構想 → 基本計画 → 基本設計 → 実施設計 → 建設工事 → 開院 
2022年 3月  2022年 11月  2023年 9月  2024～2026年  2026～2030年  2030年 

 

３ 概要 

⑴ 対象者 

 県民、医療関係者等 

 

⑵ 実施内容（取組状況） 

ア 会議 

（ア）地域医療体制確保検討会議 

 高度医療・人材育成拠点基本計画に位置づける「地域医療体制の確保」に向けた、医

師配置調整の仕組みについて、協議を行った。 

【開催日】令和７年２月６日（木） 

【構成員】広島大学・広島大学病院、広島県医師会、北広島町雄鹿原診療所 

備北メディカルネットワーク、広島県北西部地域医療連携センター 

【主な議題】・医師配置調整の仕組みについて 
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【主な意見】 

区分 内容 

医師配置調整の 

仕組みについて 

・地域でニーズを集約し、大学等関係者で配置調整を行う仕組みについ

て合意する。 

・この仕組みによって、地域間の医師の配置の偏りがなくなっていくこ

とを期待している。 

・地域の基幹的な病院から、地域の中小病院への派遣については、地域の

実情に応じた運用となることが必要である。 

 

 

（イ）新病院開設準備委員会 

 新病院の開院に向けて、高度医療・人材育成拠点基本計画を具体化するため、地方独

立行政法人の中期計画（素案）等について協議を行った。 

【開催日】令和７年２月７日（金）（第５回） 

【構成員】県立広島病院、JR広島病院、中電病院、広島がん高精度放射線治療センター 

     広島大学病院、府中市、安芸太田町、広島市、広島県 

【主な議題】・地方独立行政法人の中期計画（素案）について 

【主な意見】 

区分 内容 

中期計画（素案）

について 

・若手医師にとって魅力的な病院という目標は良いが、この点について、

さらなる具体化を図っていく必要がある。 

・新病院と大学病院の役割分担は、人材育成の面において法人立ち上げ

後さらに具体化を進めていく必要がある。特に臨床研修を行う施設と

して競合関係にならないようにするべきだ。 

・人材育成のほかにも、医療機能について、大学病院は治験を中心に実施

し、新病院が症例を集めることで連携できる。また、コモンディジーズ

（一般的な疾患）は、新病院に症例を集積し、研修医に経験を積ませれ

ば良いのではないか。 

・現在見込んでいる病床稼働率は高めの目標であると感じる。今後の診

療報酬の改定の状況も踏まえながら、指標の精査を続けてほしい。 

・救急医療の体制は、今後も悪化が予想されるため、新病院の整備が是非

とも必要。 
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イ 建築費高騰への対応について 

〇 建築費については、物価高騰の影響等により、基本計画の時点において想定していた

10％を超える建築単価の上昇（30％以上）が見込まれており、国に対しても、病院事業

債への普通交付税措置対象となる建築単価の上限の引き上げを要望している。 

〇 こうした状況を踏まえ、新病院の建築費等を更に抑制するため、JR広島病院棟を建物

として活用することや医療機器整備の種類・数の再精査等について検討する必要がある。 

〇 検討に際しては、新病院の医療機能、患者・スタッフの動線、駐車場の確保等につい

て留意が必要であることから、今後、引き続き検討を行い、基本計画に変更が生じる場

合には、再編・統合対象病院の病院長等により構成する基本計画策定会議において、具

体的な案について協議していく予定である。 

 

⑶ 予算額（一部国庫） 

 令和６年度当初予算額 1,218,107千円（債務負担行為額 19,919,000千円） 

      補正予算額        （債務負担行為額  5,747,500千円） 

 

⑷ その他（広島県ＨＰ掲載） 

ア 高度医療・人材育成拠点の整備について 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/276/koudoiryou-jinzaiikuseikyoten.html 

（※高度医療・人材育成拠点基本計画や基本構想、各種会議資料などを掲載） 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/276/koudoiryou-jinzaiikuseikyoten.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/276/koudoiryou-jinzaiikuseikyoten.html

